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36日間の夏休みが終わりました。今年の夏も暑い日々が続いたように思います。梅

雨明けが早かったことや節電の影響もあって、暑さがいっそうこたえました。 

本日、２学期始業式を迎えました。夏休みの間、大きな事故もなく、子どもたちは元

気な姿を見せてくれました。担任の先生やお家の方のおっしゃる事をよく守り、命を大

切にしようと心がけたからだと思います。 

これから始まる２学期は１番長い学期であり、季節も暑い、涼しい、寒いと変化して

いきます。体調に気をつけて、２学期も「よく遊び、よく学べ」でがんばってほしいも

のです。まずは体育大会のがんばりに期待しています。   

さて、この夏の大きな話題は、ドイツで開催されたサッカーの女子ワールドカップに

おいて、日本代表“なでしこジャパン”が見事に初優勝を飾ったことでしょう。 

決勝戦では、アメリカに先に点をとられましたが、延長戦で同点に追いつき、最後の

PK戦で勝利をおさめました。“なでしこジャパン”の選手たちが、緊張しすぎることも

なく楽しげにプレーする姿、最後まであきらめないひたむきな姿に心から感動しました。

すばらしいチームワークだと思いました。 

 また、PK戦で大活躍したゴールキーパーの海堀選手が長岡京市出身ということを知

って、さらに驚きました。身近なところから素晴らしい選手があらわれたことは、子ど

もたちにきっと良い影響を与えてくれることでしょう。ぜひ、“なでしこジャパン”の

選手のように、子どもたちも夢を持ってあきらめずにがんばってほしいと思います。 


